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今
年
春
の
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診

で
「
異
常
な
し
」
「
要
指
導
」
だ

っ
た
55
歳
以
下
の
方
を
対
象
と
し

た
運
動
教
室
。
骨
密
度
の
急
激
な

変
化
が
起
こ
る
前
に
も
う
一
度
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
自
分
に
合
っ

た
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

▽
11
月
25
日
Õ
、
12
月
５
日
–
・

19
日
–
、
平
成
16
年
１
月
９
日

–
・
23
日
–
（
全
５
回
）
の
午
前

10
時
〜
正
午
、
第
二
体
育
館
で
。

初
回
の
み
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
で

オ
リ
エ
ン
テ
U
シ
ョ
ン
。

▼
９
月
22
日
Ã
〜
29
日
Ã
に
総
合

保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２
５
４

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む
。

定
員
15
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）。

一
般
健
康
診
査
、
若
年
健
康
診

査
、
成
人
歯
科
健
康
診
査
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今

年
度
中
に
40
・
45
・
50
・
55
・
60

・
65
・
70
歳
に
な
る
方
は
、
希
望

に
よ
り
肝
炎
検
査
（
Ｂ
・
Ｃ
型
）

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
血

対
象
は
、
難
病
と
診
断
さ
れ
た

方
や
原
因
不
明
の
発
熱
、
全
身
の

だ
る
さ
、
手
の
こ
わ
ば
り
、
関
節

の
痛
み
や
は
れ
、
皮
膚
の
紅
斑
な

ど
の
症
状
が
あ
る
方
。
専
門
医
の

液
検
査
の
１
項
目
と
し
て
行
い
ま

す
）。

◆
受
診
期
間

10
月
１
日
Œ
〜
12

月
27
日
—

▼
12
月
12
日
–
ま
で
に
、
総
合
保

健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２
５
４
へ

申
し
込
む
。

※
次
の
方
に
は
９
月
下
旬
に
市

か
ら
受
診
票
を
直
接
郵
送
し
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

fl
今
年
度
40
・
50
・
60
歳
に
な
る

方
（
特
別
精
密
健
康
診
査
対
象
）、

‡
今
年
度
45
・
55
・
65
・
70
歳
に

な
る
方
（
一
般
健
康
診
査
〈
肝
炎

検
査
含
む
〉
対
象
）
、
·
前
記
以

外
の
41
歳
以
上
で
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
加
入
の
方
と
、
66
歳
以
上

の
方
（
一
般
健
康
診
査
対
象
）。

∞
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―

３
２
５
４

診
察
・
療
養
相
談
や
リ
ハ
ビ
リ
の

指
導
な
ど
。

▽
10
月
18
日
—
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
で
。

▼
10
月
８
日
Œ
ま
で
に
、
三
鷹
武

蔵
野
保
健
所
保
健
サ
U
ビ
ス
課
難

病
担
当
保
健
師
ò
54
―
２
１
６
１

へ
申
し
込
む
。
定
員
10
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
症
状
な
ど
を
も

と
に
決
定
）。

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
福
祉
会
館
２
階
で
行
っ
て
い

る
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
セ
ン
タ
U

「
高
齢
者
就
労
相
談
」
は
、
９
月

30
日
Õ
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
相
談
は
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

◆
心
配
ご
と
相
談
（
民
生
児
童
委

員
）

月
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時

◆
精
神
保
健
相
談
（
専
任
相
談
員
）

火
・
水
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

（
予
約
制
）

◆
法
律
相
談
（
弁
護
士
）

第
４

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
∞
社
会
福
祉
協
議
会
ò
46
―
１

１
０
８

贈
答
品
・
新
品
衣
料
・
家

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
模
擬
店
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
展
示
、
折
り
紙
・
バ
ル
U

ン
ア
U
ト
、
包
丁
研
ぎ
・
ま
な

板
削
り
、
育
児
相
談
な
ど
の
コ

U
ナ
U
も
。
収
益
金
は
市
内
の

福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。

▽
10
月
５
日
À
（
雨
天
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
整
理

券
を
９
時
か
ら
配
布
）
、
市
役

所
中
庭
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
協
議
会
ò
46
―
１
１
０

８

具
・
雑
貨
な
ど
。

◆
心
身
障
害
者
（
児
）
親
の
会

10
月
２
日
œ
・
３
日
–
の
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
、
み
た
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
で
受
け

付
け
。
く
わ
し
く
は
同
会
ò
71

―
５
４
９
９
（
呼
び
出
し
「
育

成
室
」）
へ
。

◆
み
た
か
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ

同
事
務
局
ò
41
―
０
１
８
５
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参

加
」
を
ス
ロ
U
ガ
ン
に
、
10
月
１

日
Œ
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
市
民
団
体
に
35
件
・
約

１
千
978
万
円
が
配
分
さ
れ
ま
し

た
。今

年
も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

∞
三
鷹
市
募
金
委
員
会
事
務
局

（
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

係
）
ò
46
―
１
１
０
８

昨
年
11
月
に
調
査
を
し
た
わ

が
国
の
糖
尿
病
推
定
患
者
数

が
、
本
年
８
月
６
日
に
厚
生
労

働
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
現
在
の
糖

尿
病
患
者
数
は
740
万
人
、
「
そ

の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
予

備
軍
」
は
880
万
人
で
、
両
方
を

合
わ
せ
る
と
約
１
千
620
万
人
に

の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
実
に
成
人
の

６
・
３
人
に
１
人
の
割
合
に
な

り
ま
す
。
前
回
の
調
査
は
平
成

９
年
に
行
わ
れ
、
こ
の
時
は

「
糖
尿
病
を
強
く
疑
わ
れ
る
」

有
病
者
が
690
万
人
で
、
「
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
予
備
軍
」

が
680
万
人
の
合
わ
せ
て
１
千
370

万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
数
字
は
５
年
前
の

初
調
査
に
比
べ
予
備
軍
を
中
心

に
計
250
万
人
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
多
く
の
重
大
な
余

病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
問
題

で
す
。
糖
尿
病
に
特
徴
的
な
合

併
症
に
腎
症
、
網
膜
症
、
神
経

障
害
が
あ
り
、
腎
症
は
新
規
に

透
析
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
原

因
の
第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
網
膜
症
は
成
人
に
な
っ
て

か
ら
の
失
明
原
因
の
第
１
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
別

に
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心

疾
患
、
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管

障
害
を
引
き
起
こ
す
強
い
因
子

で
す
。
特
に
心
筋
梗
塞
は
、
予

備
軍
の
段
階
で
既
に
１
・
５
〜

２
倍
の
危
険
が
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
は
以
前
よ
り
問
題
が

認
識
さ
れ
、
患
者
さ
ん
も
血
圧

の
数
値
を
注
意
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
に
よ
る

脳
血
管
障
害
は
激
減
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
糖
尿
病
は
明
ら

か
に
国
全
体
で
も
取
り
組
み
が

遅
く
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
最
近
の
研
究
で
は
、
日
本

人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
民
族
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

の
予
想
で
は
、
２
０
１
０
年
に

は
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
１
千

万
人
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
市
民
基
本
健
康

診
査
（
市
民
健
診
）
を
受
け
て

い
ま
す
か
？
こ
の
中
の
検
査
項

目
で
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
６
・

１
％
以
上
の
方
は
糖
尿
病
、

５
・
６
〜
６
・
１
％
の
方
は
予

備
軍
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
前

回
の
国
の
調
査
で
も
約
55
％
の

方
が
医
療
機
関
を
受
診
し
て
お

ら
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
予
備
軍
の
段
階

で
適
切
な
運
動
を
す
る
こ
と

で
、
糖
尿
病
に
な
る
可
能
性
が

減
少
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
早
め
に
診
断
と
治
療
方

針
が
立
て
ら
れ
れ
ば
危
険
な
状

態
を
事
前
に
回
避
で
き
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
基
本
健

診
に
関
し
て
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

糖

尿

病

患

者

数

健
診
結
果
に
も
と
づ
き
指
導
を
行
う
２

日
間
の
コ
U
ス
で
す
。
対
象
は
30
〜
64
歳

の
女
性
市
民
。
た
だ
し
、
現
在
骨
粗
し
ょ

う
症
で
治
療
中
の
方
と
平
成
12
〜
14
年
度

に
こ
の
健
診
を
受
診
し
た
方
は
除
き
ま

す
。

◆
健
診
内
容

１
日
目
＝
問
診
・
検
査

（
Ｄ
ｅ
ｘ
ａ
法
に
よ
る
前
腕
部
・
と
う
骨

の
検
査
）、
２
日
目
＝
検
査
結
果
に
も
と

づ
く
指
導
（
医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
）

▽
Ｃ
コ
U
ス
＝
10
月
20
日
Ã
・
29
日
Œ
、

Ｄ
コ
U
ス
＝
10
月
21
日
Õ
・
31
日
–
、
い

ず
れ
も
１
日
目
は
午
後
１
時
〜
３
時
で
指

定
さ
れ
た
時
間
、
２
日
目
は
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
終
了
時
間
は
判
定
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）、
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

で
。

▼
９
月
30
日
Õ
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
fl
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
希
望
・
‡
第

１
希
望
、
第
２
希
望
の
コ
U
ス
（
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
）
・
·
住
所
・
‚
氏
名
・
„
生
年
月

日
（
年
齢
）
・
‰
電
話
番
号
を
記
入
し

「
〒
181
―
０
０
０
４
新
川
６
―
35
―
28
三

鷹
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
」
へ
郵
送
ま
た

は
直
接
申
し
込
む
。
定
員
各
90
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
10
月
11

日
—
ご
ろ
通
知
）。

∞
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２
５

４

骨
粗
し
ょ
う
症
健
診

フ
ォ
ロ
U
教
室

10
〜
12
月
生
ま
れ
の

方
の
基
本
健
康
診
査

申
し
込
み
受
付
中

医
師
会
の

膠
原
系
難
病
検
診
・

療
養
相
談

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
自
己
負

担
額
が
１
カ
月
当
た
り
で
一
定
額

を
超
え
る
と
、後
日
申
請
に
よ
り
、

超
え
た
分
が
「
高
額
療
養
費
」
と

し
て
世
帯
主
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
市
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
・
押

印
の
う
え
領
収
書
を
添
え
て
保
険

課
（
１
階
Á
番
窓
口
）
ま
た
は
各

市
政
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
税
が
未
納
の
世
帯
は
、
納

付
し
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は
高
額

療
養
費
を
未
納
税
額
に
充
当
し
ま

す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
高
額
療
養
費
貸
付
制
度

高
額

療
養
費
の
支
給
は
、
診
療
月
か
ら

３
カ
月
以
上
か
か
り
ま
す
。
医
療

機
関
へ
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
高
額
療
養
費
の
貸
付
制
度

（
無
利
子
）
が
あ
り
ま
す
。
申
請

に
は
医
療
機
関
の
請
求
書
、
保
険

証
、
印
鑑
、
世
帯
主
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
は
除
く
）
の
口
座
番
号

が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
国
保
給
付

係
ò
内
線
２
３
８
８
へ
。

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

他
人
の
行
為
が
原
因
で
負
傷
し
た

り
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を

「
第
三
者
行
為
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
医
療
費
は
、
被
害
者

に
過
失
の
な
い
限
り
原
則
と
し
て

平
成
15
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
３
期
の
納
期
限
は
９
月
30
日
Õ

で
す
。
納
期
内
の
納
付
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が

見
当
た
ら
な
い
方
、
納
付
の
確
認

が
で
き
な
い
方
、
納
税
に
関
す
る

相
談
（
分
割
納
付
な
ど
）
を
ご
希

望
の
方
は
保
険
課
ò
内
線
２
３
９

１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

保
険
課
（
市
役
所
１
階
Á
番
窓

口
）
、
各
市
政
窓
口
、
指
定
金
融

機
関
、郵
便
局
へ
fl
納
税
通
知
書
、

‡
預
金
通
帳
の
届
出
印
、
·
預
金

通
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

∞
保
険
課
ò
内
線
２
３
９
１

加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

◆
国
保
に
届
出
を

国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
方

が
交
通
事
故
な
ど
に
あ
い
、
加
害

者
と
の
話
し
合
い
が
困
難
な
と
き

や
加
害
者
に
支
払
能
力
が
な
い
な

ど
の
場
合
、
届
け
出
に
よ
り
保
険

扱
い
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
本
来
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
医
療
費
を
国
保
が
一
時
的

に
立
て
替
え
、
後
日
、
国
保
か
ら

加
害
者
に
対
し
て
請
求
し
ま
す
。

◆
示
談
は
慎
重
に

示
談
の
内
容

は
国
保
の
収
支
に
影
響
を
与
え
る

ば
か
り
で
な
く
被
害
者
へ
の
補
償

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
示
談
を

結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
へ
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

∞
保
険
課
ò
内
線
２
３
８
０

■
高
額
療
養
費
制
度

ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
セ
ン
タ
U

「
高
齢
者
就
労
相
談
」

終
了
の
お
知
ら
せ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U

介
護
教
室

「
楽
し
く
老
い
る
秘
訣

パ
U
ト
２
〜
私
は

ボ
ケ
ま
せ
ん
¿
」

10
月
５
日
À

第
25
回
福
祉
バ
ザ
U

■
物
品
提
供
受
付
中

「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
に

ご
協
力
を

■
交
通
事
故
な
ど
の

第
三
者
行
為
の

治
療
は
届
出
を

■
今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
　

第
３
期
の
納
期
で
す

健
康
や
生
き
が
い
、
悪
徳
商
法

か
ら
身
を
守
る
秘
策
な
ど
。

▽
９
月
27
日
—
午
後
２
時
〜
４

時
、
高
齢
者
セ
ン
タ
U
ど
ん
ぐ
り

山
（
大
沢
４
―
８
―
８
）
で
。
講

師
は
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
U
の
小
川
渚
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
三
鷹
市
立
ど
ん
ぐ
り
山
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
U
ò
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９月６日、市公会堂別館や第一

体育館を会場に三鷹市老人クラブ

連合会主催の「健康保持教室」が

開催されました。

日本女子体育大学（加賀谷淳子

学長）の虚弱高齢者研究室の専門

グループが全面的に協力し、超音

波測定などの機材とともに指導陣

25人を派遣。筋肉や皮下脂肪の

測定、歩行の様子のビデオ撮影、

体力測定や免疫機能検査などを実

施しました。また、運動プログラ

ムとして、家で一人でできるスト

レッチと筋力トレーニングやスポ

ーツゲームなどの指導も行われま

した。市、体育指導委員、体育協

会、消防署なども協力するこの教

室は、老人クラブ会員の75歳以

上の後期高齢者120人以上が参加

するという盛況ぶり。

測定結果は、同研究室で処理判

定し、10月初旬に参加者一人ひ

とりに測定結果や運動の処方を伝

える面談指導が行われます。また、

この日以降、希望者（約７割）が

長期間の運動データをとるライフ

コーダーを装着して生活してお

り、そのデータも回収して、後日、

綿密なグラフや説明をつけて結果

が手渡されることになっていま

す。

高齢者自身によって企画・運営

され、今年３回目を迎えたこの教

室、長寿のみなさんの健やかな生

活に大きく貢献しています。

75歳以上の後期高齢者120人が集合¿

老人クラブ連合会の健康保持教室

秋の骨粗しょう症健診
30
〜
64
歳
の
女
性
対
象


